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なお，特に述べない限り本研究においては生化学的な解析が最も進んでいる Bacillus megaterium 
QM B 1551菌芽胞を使用した。
芽胞発芽時の主要なグルコース代謝経路を調べる目的のため) [ 1 _14C ]ーと[ 6 _14C ]グルコー
スからの14 CO 2 発生量の差からペントースリン酸経路[ 2 -3 H ]グルコースからの 3 H20の生成量か
ら解糖系，さらにグルコン酸蓄積量からグルコン酸生成経路の寄与率を測定した。その結果，グルコー













次に) [ 1 _14C ]一) [2 -14 C ] -) [ 3) 4 -14 C ] -)および[ 6 _14C ]グルコン酸を調製し，
常法通り 14 C O 2 の回収率から代謝経路の同定を試みた。しかしながら，この方法では 1 位と 4 位の炭素











つぎに) 32Piが有機リン酸化合物に取り込まれる反応を利用して，好気的な ATP産生が 3PG分解の
始動以前に認められることを立証した。
さらに多量のATP供給を必要とすることが知られている RNA合成活d性についても検討を加えた。
この際) hexokinase欠損変異株を分離し，その芽胞における RNA合成速度が野生株と全く差のないこ
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とを確認した。以上に示した結果は，解糖系によるグルコースの代謝と発芽初期における 3PGの嫌気
的分解を同時に阻害することが知られている KF の存在下においても確認された。これらの一連の実験
事実は，嫌気的な 3PGの分解や解糖系によるグルコース代謝よりも， GDHによるグルコン酸生成反
応の方が発芽初期段階のATP産生にはむしろ重要であることを明確に示している。
以上の示した通り， GDHはATPが枯渇した環境条件下でもグルコースの代謝を開始せしめ，同時
に好気的なATP供給を可能にすることによって，芽胞発芽過程の活性化に重要な役割を演じているこ
とが明確となった。
論文の審査結果の要旨
細菌芽胞発芽時のグルコン酸生成経路を明らかにし，この経路の発芽現象への寄与が大であることを
証明した。すなわち，発芽時グルコン酸と共に生成されたNADHは発芽直後から 3 呼吸鎖によって再
酸化され効率よく ATPを供給すること，生成したグルコン酸はその後リン酸化され，ペントースリン
酸経路によって酢酸にまで代謝されることなどを明らかにした。これらの事実はグルコース脱水素酸素
の働きにより ATPが枯渇した環境条件下でもグルコースの代謝を開始させ，同時に好気的なATP供
給を可能にすることによって，芽胞発芽過程の活性化に重要な役割を演じていることを裏付けるもので
ある。この新しい経路の発見は細胞芽胞発芽機構の研究に重要な知見を与えるものであり，薬学博士を
授与するに値するものと判定した。
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